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令和５年度第４回古賀市スポーツ推進審議会  会議録  

（要約筆記） 

 

 

【 会 議 の 名 称 】  令 和 ５ 年 度 第 ４ 回 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会  

 

【 日 時 ・ 場 所 】  令 和 ５ 年 １ ２ 月 １ ３ 日 （ 水 ）  １ ８ :３ ０ ～ ２ ０ ： ０ ０  

リ ー パ ス プ ラ ザ こ が 交 流 館 １ 階 １ ０ ３ 会 議 室  

 

【 審 議 会 次 第 】    

１ ． 開 会  

２ ． 審 議 会 成 立 の 報 告  

３ ． 会 長 あ い さ つ  

４ ． 議 事 録 署 名 委 員 の 指 名  

５ ． 審 議  

（ １ ） 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 中 間 見 直 し に つ い て  

（ 基 本 目 標 ３  気 軽 に ス ポ ー ツ に 関 わ る こ と が で き る 環 境 づ く り  別

紙 １ ）  

  （ ２ ） 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 中 間 見 直 し に つ い て  

  （ 基 本 目 標 ４  ス ポ ー ツ を ツ ー ル と し た 地 域 活 性 化  別 紙 ２ ）  

 （ ３ ） 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 中 間 見 直 し 案 に つ い て  

６ ． そ の 他  

７ ． 閉 会  

 

【 傍 聴 者 数 】  ０ 人  

 

【 出 席 委 員 等 の 氏 名 】  

委  員 ： 本 多 壮 太 郎 委 員 （ 会 長 ）、 吉 永 春 男 委 員 （ 副 会 長 ）、 髙 原 友 彦 委

員 、 伊 藤 一 哉 委 員 、 齋 藤 光 範 委 員 、 花 田 亜 紗 美 委 員 、 山 本 康 介

委 員 、 大 森 睦 子 委 員 、 森 本 泰 史 委 員 、 野 田 一 郎 委 員 、 井 浦 義 政

委 員 、 智 原 英 樹 委 員 、 吉 田 直 美 委 員  

事 務 局 ： 横 田 浩 一 教 育 部 長 、 生 涯 学 習 推 進 課  樋 口 武 史 課 長 、 渋 田 孝 治

参 事 補 佐 兼 ス ポ ー ツ 振 興 係 長 、 荒 川 登 志 子 主 事 、 山 本 英 士 朗 主

任 主 事 、 佐 藤 智 香 主 任 主 事  
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【 欠 席 委 員 の 氏 名 】   

薄 秀 治 委 員 、 平 島 信 幸 委 員  

 

【 庶 務 担 当 部 署 名 】  生 涯 学 習 推 進 課  

 

【 委 員 に 配 布 し た 資 料 の 名 称 】  

・ 令 和 ５ 年 度 第 ４ 回 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会  レ ジ ュ メ  

・ 第 ２ 次 ス ポ ー ツ 推 進 計 画  運 動 ・ ス ポ ー ツ に 関 す る 取 組 ・ 課 題 ・ 対 策  

・ 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 （ 2019～ 2028） 中 間 見 直 し （ 案 ）  

・ 2022 年 度 健 康 ・ ス ポ ー ツ （ 身 体 活 動 ） に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 結 果  

 

【 審 議 会 概 要 】  

１ ． 開 会  

 

 

２ ． 審 議 会 成 立 の 報 告  

 

 

３ ． 会 長 あ い さ つ  

 

 

４ ． 議 事 録 署 名 委 員 の 指 名  

 

 

５ ． 審 議  

（ １ ） 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 中 間 見 直 し に つ い て  

（ 基 本 目 標 ３  気 軽 に ス ポ ー ツ に 関 わ る こ と が で き る 環 境 づ く り ）  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 審 議 の ま え に 事 務 局 よ り 基 本 目 標 １ .「 子 ど も の 運 動 機 会 の 拡 充 」、 基 本

目 標 ２ ．「 ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た ス ポ ー ツ 活 動 の 推 進 」 に つ い て 、 前 回 審

議 会 で 挙 が っ た 意 見 の 報 告 が あ る 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 基 本 目 標 １ の 「 １ ． 運 動 あ そ び の 推 進 の 課 題 」 に 挙 げ て い た 、 令 和 ２ 、
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３ 年 度 に お い て は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で 体 験 会 や イ ベ ン ト を 中 止 せ

ざ る を 得 な い 状 況 で あ っ た と い う 記 載 は 、 記 録 と し て 残 せ ば 良 い と い う こ

と か ら 、 課 題 か ら 削 除 し 、 他 に 同 じ 記 載 が あ る 箇 所 も 同 様 に 削 除 し た 。 ま

た 、 行 政 内 で の 連 携 ・ 共 有 が 不 足 し て い る と い う 課 題 を 追 記 し 、 今 後 の 対

策 に 、 イ ベ ン ト が 継 続 し て 行 え る プ ロ グ ラ ム の 検 討 を 追 記 し た 。  

 次 に 、「 ２ ． 学 校 体 育 ・ 運 動 部 活 動 の 充 実 」 の 課 題 に 挙 げ て い た 、 地 域 移

行 が な さ れ な い と 学 校 現 場 で の 部 活 動 は 消 失 し て し ま う 可 能 性 が あ り 、 子

ど も の 運 動 機 会 が 損 な わ れ る と い う 記 載 を 削 除 し た 。 今 後 の 対 策 で は 、 将

来 に 向 け た 部 活 動 の 地 域 移 行 に 向 け て 、 学 校 と 地 域 と の 連 携 を 進 め る た め

に は 、 今 後 ２ 年 間 の 部 活 動 地 域 移 行 等 検 討 委 員 会 を 踏 ま え た 段 階 的 な 地 域

ス ポ ー ツ 団 体 と の 仕 組 み づ く り と 具 体 策 の 検 討 が 必 要 と い う 意 見 、 家 庭 や

地 域 の 子 ど も の 体 力 ・ 運 動 能 力 、 運 動 習 慣 等 の 実 態 や 課 題 の 把 握 と 体 力 向

上 の 必 要 性 の 啓 発 と い う 意 見 を 追 記 し た 。  

「 ３ ． 多 様 な 体 験 活 動 の 充 実 」 の 今 後 の 対 策 に つ い て 、 子 ど も を 含 め た

地 域 ス ポ ー ツ や レ ク リ エ ー シ ョ ン 大 会 の 調 査 と 運 営 の 研 究 と い う 記 載 を 削

除 し 、 地 域 で の 子 ど も の ス ポ ー ツ や レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 等 の 調 査 と い う

意 見 を 追 記 し た 。  

 最 後 に 、「 ４ ． ジ ュ ニ ア ス ポ ー ツ 環 境 の 充 実 」 に つ い て 、 今 後 の 対 策 に 指

導 者 確 保 の 方 策 を 検 討 、 及 び そ れ に 係 る 重 点 的 な 取 組 と い う 意 見 と 、 指 導

者 に 関 心 を 持 っ て も ら う 研 修 会 、 交 流 会 の 内 容 の 検 討 と い う 意 見 を 追 記 し

た 。  

 次 に 別 紙 ２ 、 基 本 目 標 ２ に つ い て 、「 ２ ． 運 動 習 慣 の 定 着 化 」 の 今 後 の 対

策 に 年 齢 や 運 動 能 力 に 応 じ た 運 動 メ ニ ュ ー の 提 供 や 指 導 者 の 確 保 を 追 記 し 、

「 ３ ． 健 康 づ く り に つ な が る 運 動 ・ ス ポ ー ツ 」 の 今 後 の 対 策 に 、 〇 〇 ×ス

ポ ー ツ を 取 り 入 れ た イ ベ ン ト の 実 施 と い う 意 見 を 追 記 し た 。  

 ま た 、「 ４ ． ス ポ ー ツ の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 化 」 の 今 後 の 対 策 に つ い て 、  

子 ど も に パ ラ ス ポ ー ツ を 知 っ て も ら う た め の 方 策 の 検 討 と い う 意 見 を 追 記

し た 。  

 以 上 が 基 本 目 標 １ 、 ２ に お け る 前 回 審 議 会 の 報 告 に な る 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

基 本 目 標 １ の 「 ４ ． ジ ュ ニ ア ス ポ ー ツ 環 境 の 充 実 」 に つ い て 、 主 な 取 組

の 親 子 ス ポ ー ツ の 実 施 に お い て 、 車 椅 子 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル も 実 施 し た と 記

憶 し て い る が ど う か 。  
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（ 事 務 局 ）  

 確 認 す る 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 で は 審 議 に 入 る 。 基 本 目 標 ３ ．「 気 軽 に ス ポ ー ツ に 関 わ る こ と が で き る 環

境 づ く り 」 に つ い て 事 務 局 よ り 説 明 を 行 う 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 基 本 目 標 ３ ．「 気 軽 に ス ポ ー ツ に 関 わ る こ と が で き る 環 境 づ く り 」 の 「 １ ．

ス ポ ー ツ 施 設 の 有 効 利 用 」 に つ い て 、 こ れ ま で の 取 組 と し て 令 和 ４ 年 １ ０

月 に 本 稼 働 を 開 始 し た 公 共 施 設 予 約 シ ス テ ム の 更 改 、 中 学 校 体 育 施 設 の 日

曜 開 放 、 市 内 運 動 施 設 の 使 用 料 と 減 免 基 準 の 見 直 し 検 討 が 挙 げ ら れ る 。 課

題 と し て 予 約 シ ス テ ム の 認 知 度 が 低 い 、 計 画 の 指 標 と な っ て い る 、 １ ８ 歳

以 上 の 市 民 が １ 年 間 に 運 動 や ス ポ ー ツ の た め に 公 共 ス ポ ー ツ 施 設 を 利 用 し

た こ と が あ る と 答 え る 割 合 が 低 下 し て い る こ と が 挙 げ ら れ る 。 そ れ ら 課 題

の 対 策 と し て 、 予 約 シ ス テ ム や ク レ ジ ッ ト 決 済 機 能 の 認 知 度 向 上 に 向 け た

取 組 の 実 施 、 既 存 ス ポ ー ツ 施 設 の 認 知 度 を 高 め る た め の 周 知 や 情 報 発 信 の

検 討 、 公 園 ス ポ ー ツ 施 設 と の 利 用 窓 口 、 及 び 運 用 方 法 の 統 一 化 に 向 け た 検

討 等 を 挙 げ て い る 。  

 次 に 「 ２ ． 効 果 的 な 情 報 提 供 」 に つ い て 、 こ れ ま で の 取 組 と し て ス ポ ー

ツ 団 体 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ア カ ウ ン ト や 教 育 委 員 会 Ｆ ａ ｃ ｅ ｂ ｏ ｏ ｋ な ど 、 多 様 な 媒

体 を 活 用 し た ス ポ ー ツ 情 報 の 発 信 な ど を 挙 げ て い る 。 課 題 と し て 、 旬 な ス

ポ ー ツ 情 報 、 市 民 が 関 心 を も つ ス ポ ー ツ 情 報 の 発 信 が 十 分 で な い こ と 等 を

挙 げ て い る 。 そ れ ら の 対 策 と し て 、 国 際 大 会 開 催 等 等 の 旬 な ス ポ ー ツ 競 技

や 、 市 内 出 身 者 が 国 際 大 会 に 出 場 す る 等 の 情 報 な ど 、 ス ポ ー ツ 団 体 や 行 政

と の 情 報 交 換 の 活 発 化 と 発 信 の 促 進 、 市 民 が 興 味 ・ 関 心 を 持 つ 効 果 的 な 情

報 発 信 方 法 の 工 夫 と い う 意 見 を 挙 げ て い る 。  

 「 ３ ． ス ポ ー ツ 資 源 の 有 効 活 用 」 に つ い て 、 こ れ ま で の 取 組 と し て ウ ォ

ー キ ン グ イ ベ ン ト で の 歩 い て ん 道 の 活 用 、 プ ラ ッ テ ン ド ウ の 取 組 、 広 域 ウ

ォ ー キ ン グ の 実 施 等 を 挙 げ て い る 。 課 題 と し て 、「 歩 い て ん 道 」 を 認 知 し て

い る 割 合 は 目 標 値 を 超 え て い る が 、 歩 い た こ と が あ る 人 は ２ ６ ． ２ ％ 未 満

で あ り 、 十 分 に 活 用 さ れ て い な い こ と や 、 ス ポ ー ツ 教 室 等 で 常 に 活 用 で き

る 施 設 の 環 境 整 備 を 挙 げ て い る 。  

 以 上 が 、 委 員 か ら の 意 見 、 事 務 局 が 考 え る 主 な 課 題 、 今 後 の 対 策 に な る 。  
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（ 齋 藤 委 員 ）  

 施 設 の 予 約 に は 団 体 登 録 が 必 要 で あ り 、 個 人 で は 登 録 で き な い 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 個 人 で の 登 録 は 可 能 で あ る 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

 実 際 に 個 人 で 登 録 し て い る 人 は い る の か 。  

 

（ 大 森 委 員 ）  

 個 人 で 登 録 し て い る 。 友 人 等 と 施 設 を 利 用 し た い と き は 私 自 身 で 予 約 が

可 能 で あ る 。  

 

（ 吉 永 委 員 ）  

 例 え ば 市 民 体 育 館 が 利 用 さ れ て い な い 時 間 帯 で 、 登 録 は し て い な い が 家

族 で ス ポ ー ツ を し た い な と い う 人 が 都 度 の 利 用 申 請 が で き る の か 。 登 録 し

な い と で き な い の か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 都 度 利 用 は 可 能 で あ る 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

 ク レ ジ ッ ト 決 済 も 可 能 で あ る 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 し か し 認 知 度 は ２ ％ で あ る 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

 公 共 施 設 予 約 シ ス テ ム で ３ カ 月 ほ ど に １ 度 予 約 を 行 う が 、 公 共 予 約 シ ス

テ ム を 利 用 し て 予 約 を 行 う と 、 周 囲 か ら 珍 し い と 言 わ れ る こ と か ら よ ほ ど

周 知 さ れ て い な い の で は と 感 じ た 。 ま た 、 シ ス テ ム の 予 約 の 仕 方 が 何 カ 月

に 一 回 と い う ほ ど 頻 繁 に 変 わ る 。 元 々 使 用 し づ ら い も の が ど ん ど ん 使 用 し

づ ら く な り 困 る 人 が 多 い の で は と 感 じ る 。 認 知 度 も 低 い が 利 用 率 は ど れ ほ

ど な の か 。  
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（ 事 務 局 ）  

 公 共 予 約 シ ス テ ム は 頻 繁 に 変 更 し て い な い 。 令 和 ４ 年 度 に 予 約 シ ス テ ム

の 更 改 を 行 っ た が 、 ク レ ジ ッ ト 決 済 を 可 能 に し た 機 能 追 加 の 更 改 で あ り 予

約 の 仕 方 は 変 更 し て お ら ず 、 頻 繁 に シ ス テ ム を 変 更 し て い る と い う 認 識 は

な い 。 ま た 、 昨 年 度 実 施 し た ア ン ケ ー ト の 結 果 に は な る が 、 公 共 施 設 予 約

シ ス テ ム を 知 っ て い て 利 用 し た こ と が あ る 人 が ２ ％ 、 知 っ て い る が 利 用 し

た こ と が な い 人 が １ ４ ． ３ ％ で あ る 。 こ の ア ン ケ ー ト は ス ポ ー ツ 実 施 者 以

外 も 対 象 に し て い る た め こ の よ う な 低 い 数 値 に な っ た と 考 え ら れ る 。  

 

（ 伊 藤 委 員 ）  

 古 賀 市 の 取 組 は 素 晴 ら し い と 思 っ て い て 、 多 様 な 方 面 に 多 角 的 に 展 開 し

て お り 、 色 ん な 人 を 取 り 込 も う と し て い る 中 で 、 例 え ば 体 育 館 を 利 用 す る

人 た ち は 体 育 館 を 利 用 で き る か 利 用 で き な い か 分 か り に く い と こ ろ が あ っ

て 、 例 え ば Ｙ ｏ ｕ Ｔ ｕ ｂ ｅ 動 画 な ど で 一 般 の 人 た ち が 利 用 し や す い と い う

事 を Ｐ Ｒ し 、 行 き や す い 環 境 を 整 え る こ と が 効 果 的 で は な い か と 考 え る 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 こ れ ま で 動 画 配 信 を 検 討 し て い な か っ た が 、 一 般 の 人 が 分 か り や す い 動

画 の 配 信 の 検 討 を 行 っ て い き た い 。  

 

（ 伊 藤 委 員 ）  

 子 ど も た ち や そ の 親 世 代 と い う の は 動 画 等 を 中 心 に 見 て い た り し て 、 そ

の よ う な 中 で 施 設 の 紹 介 等 の 動 画 が 目 に ふ れ る よ う な こ と が あ れ ば 、 行 き

た い 利 用 し て み た い な ど の 意 欲 が 湧 く の で は と 考 え る 。  

 

（ 吉 田 委 員 ）  

 経 営 戦 略 課 の イ ン ス タ グ ラ ム が あ っ て 、 子 育 て 施 設 の 動 画 が ア ッ プ さ れ

て い て 、 そ こ に 取 材 に 行 く だ と か そ の 紹 介 で イ ン ス タ グ ラ ム を 活 用 し よ う

か と 考 え て い る 。 そ う よ う な も の を 活 用 す れ ば も っ と 気 軽 に 多 く の 人 の 目

に 留 ま る の で は な い か と 感 じ る 。 そ の よ う な 発 信 が 生 涯 学 習 推 進 課 で も で

き る の で は な い か と 考 え る 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 市 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ の 登 録 促 進 、 Ｓ Ｎ Ｓ に よ る 情 報 発 信 の 強 化 と い う の が 対

策 と し て 挙 げ ら れ て い る が 、 具 体 的 に ど の よ う な 考 え か 。  
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（ 事 務 局 ）  

 ス ポ ー ツ 団 体 と 接 す る 機 会 が あ る こ と か ら 、 そ の よ う な 機 会 で 市 公 式 Ｌ

Ｉ Ｎ Ｅ を 周 知 し て 登 録 者 数 の 増 加 等 、 そ の よ う な こ と を 契 機 と し て い き た

い と 考 え る 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

 福 岡 市 の 体 育 館 は ホ ー ム ペ ー ジ で 、 誰 が い つ 何 時 に 何 の 競 技 を し て い る

の か 一 覧 で 確 認 で き る 。 古 賀 市 の 公 共 施 設 予 約 シ ス テ ム は 予 約 画 面 で い つ

何 時 が 空 い て い る か は 分 か る が 、 そ れ 以 外 は 何 も 分 か ら な い 。 福 岡 市 は 全

て 分 か る こ と か ら 、 自 分 が 参 加 し た い 競 技 の 日 に 行 け ば 参 加 の 機 会 を 得 ら

れ る 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 公 共 施 設 予 約 シ ス テ ム に そ の よ う な 項 目 の 確 認 が で き る も の は な い か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 公 共 施 設 予 約 シ ス テ ム で は 、 い つ 予 約 が は い っ て い る の か 、 い つ 予 約 可

能 な の か は 見 る こ と が 可 能 だ が 、 ど の 団 体 が ど の 競 技 を し て い る か ま で は

確 認 で き な い 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

 せ っ か く そ の よ う な シ ス テ ム が あ る の な ら 、 ど の 団 体 が ど の 競 技 を し て

い る の か 分 か る よ う に す れ ば 、 ス ポ ー ツ に 参 加 し た い 意 欲 が あ る 人 が 参 加

し や す い 。 生 涯 学 習 推 進 課 で は ど の 団 体 が ど の 競 技 を 行 っ て い る の か は 分

か る と 思 わ れ る こ と か ら 、 そ れ を 一 般 の 人 に も 公 開 す れ ば 良 い と 考 え る 。  

単 に 広 報 す る の で は な く 、 ス ポ ー ツ に 参 加 し た い と い う 意 欲 が あ る 人 が

自 ら ス ポ ー ツ 団 体 を 探 す と い う 方 が 参 加 す る 可 能 性 が 高 い 。  

  

（ 事 務 局 ）  

 現 状 の 公 共 施 設 予 約 シ ス テ ム で は 一 般 の 人 に は 予 約 状 況 し か 閲 覧 が で き

な い が 、 団 体 名 、 競 技 名 が 閲 覧 で き る か は 、 今 後 確 認 を 行 い た い 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 ス ポ ー ツ に ふ れ る 手 軽 さ 身 近 さ と い っ た 環 境 づ く り は と て も 重 要 で あ る 。  
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（ 井 浦 委 員 ）  

 個 人 で 施 設 を 使 用 で き る の は と て も 良 い こ と で あ る と 考 え る 。 や は り 体

育 館 を 使 用 す る に は 、 ス ポ ー ツ 少 年 団 な ど 団 体 で な い と 使 用 で き な い 等 、

そ の よ う な 感 覚 が み ん な あ る ん じ ゃ な い か と 考 え る 。 個 人 、 家 族 で 使 用 で

き る と な る と 広 報 の 仕 方 次 第 で は 施 設 の 空 き 時 間 も か な り 予 約 で 埋 ま る の

で は な い か 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 ス ポ ー ツ に ふ れ る 手 軽 さ 身 近 さ は と て も 重 要 で あ り 、 ぜ ひ こ の 長 所 は Ｐ

Ｒ し て も ら い た い 。  

 

（ 大 森 委 員 ）  

 生 涯 学 習 推 進 課 の 公 民 館 係 で も ヨ ガ で あ っ た り 太 極 拳 で あ っ た り 健 康 体

操 で あ っ た り 、 様 々 な ス ポ ー ツ を し て い る と 思 う 。 ジ ム や 教 室 に 通 所 す る

ま で は で き な い が 、 少 し や っ て み た い と い う 人 が 多 い 。 そ の よ う な 人 に 、

ど こ に 行 け ば そ の よ う な ス ポ ー ツ に 参 加 で き る か と 聞 か れ る こ と が 多 々 あ

る 。 そ の よ う な ス ポ ー ツ 団 体 の 一 覧 は 生 涯 学 習 推 進 課 に は な い か 。 そ う い

っ た 情 報 を 提 供 で き れ ば と 考 え る 。  

 

（ 事 務 局 ）  

一 覧 は な い が 良 い 案 だ と 考 え る 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

花 鶴 ３ 丁 目 は ボ ッ チ ャ や ダ ン ス 教 室 が あ っ た り す る が 、 分 館 、 公 民 館 を

借 用 し て ど こ の 団 体 が 使 用 す る か の 一 覧 表 が あ る 。 た だ 団 体 名 だ け し か 分

か ら な い の で 何 を す る か ま で は 分 か ら な い 。  

 

（ 大 森 委 員 ）  

一 般 の 人 が 参 加 し て も 良 い と い う 団 体 が あ れ ば 教 え て ほ し い 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

「 基 本 目 標 １ ． 子 ど も の 運 動 機 会 の 拡 充 」 で 挙 が っ た 意 見 だ が 、 簡 単 に

運 動 が で き る 一 番 の 環 境 は 自 宅 で あ り 、 自 宅 で 簡 単 に で き る 動 画 の 配 信 の

検 討 は ど う か 。  
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（ 齋 藤 委 員 ）  

 紙 コ ッ プ を 積 ん で 、 ３ ｍ 程 離 れ た 場 所 か ら ス ポ ン ジ ボ ー ル を 投 げ る ボ ー

リ ン グ の よ う な 遊 び が あ る 。 簡 単 に 高 齢 者 で も 自 宅 で で き る 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 様 々 な 団 体 が 、 自 宅 で も 簡 単 に で き る 運 動 を 発 信 し て も ら う と 良 い と 考

え る 。  

 

（ 吉 田 委 員 ）  

 健 康 介 護 課 で イ ン ボ デ ィ 測 定 器 を 保 有 し て い る が 、 そ の ア プ リ に 運 動 を

行 っ て い る 動 画 が リ ン ク し て い て 閲 覧 が で き る 。 ま た 、 薬 局 等 で も イ ン ボ

デ ィ 測 定 器 を 設 置 し て い る 店 舗 も あ り 無 料 で 測 定 で き る 。 マ ン パ ワ ー が 不

足 す る 中 、 そ の よ う に 活 用 で き る も の は う ま く 活 用 す る 時 代 な の で は と 考

え る 。  

 

（ 森 本 委 員 ）  

 古 賀 市 に 様 々 な 食 べ 物 や 施 設 や イ ベ ン ト の 紹 介 が 掲 載 さ れ て い る よ う な

無 料 の 広 報 誌 は な い か 。 そ の よ う な 広 報 誌 に 情 報 が の る よ う な こ と は な い

か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 地 域 情 報 誌 が あ る が 、 こ れ ま で は ス ポ ー ツ に 関 す る 情 報 を 掲 載 し た こ と

は な い 。  

 

（ 森 本 委 員 ）  

 イ ン ス タ グ ラ ム も 活 用 す べ き と 考 え る が 、 ス ポ ー ツ 情 報 の 入 手 方 法 が Ｓ

Ｎ Ｓ に よ る 割 合 が 低 い こ と も 課 題 で あ る 。 街 に あ る 無 料 の 広 報 誌 や 、 Ｓ Ｎ

Ｓ や Ｙ ｏ ｕ Ｔ ｕ ｂ ｅ を 活 用 す る の も 有 効 な 手 段 で あ り 、 定 期 的 に 配 信 さ れ

る よ う に し な い と 風 化 し て し ま う 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 古 賀 市 の 無 料 の 広 報 誌 は 定 期 的 に 発 行 さ れ る の か 。  
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（ 事 務 局 ）  

 古 賀 市 の 広 報 誌 は 毎 月 発 行 さ れ て お り 、 古 賀 市 、 新 宮 町 を 対 象 と し た 地

域 情 報 誌 が あ る が そ の よ う な 広 報 誌 、 情 報 誌 に 掲 載 す る の は 有 効 な 手 段 で

あ る と 考 え る 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 紙 媒 体 、 ネ ッ ト 関 係 の 情 報 は ど ち ら も 重 要 で あ る と 考 え る こ と か ら 、 促

進 、 強 化 を 図 っ て も ら え れ ば と 考 え る 。  

 

（ ２ ） 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 中 間 見 直 し に つ い て  

（ 基 本 目 標 ４  ス ポ ー ツ を ツ ー ル と し た 地 域 活 性 化 ）  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 「 基 本 目 標 ４ ． ス ポ ー ツ を ツ ー ル と し た 地 域 活 性 化 」 に つ い て 事 務 局 よ

り 説 明 が あ る 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 ま ず 基 本 目 標 ４ の 「 １ ． 自 治 会 や 校 区 コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る ス ポ ー ツ 活

動 の 充 実 」 に つ い て 、 こ れ ま で の 取 組 と し て 、 ス ポ ー ツ 協 会 に よ る 各 種 競

技 の 実 施 、 古 賀 市 ま ち づ く り 出 前 講 座 に よ る 介 護 予 防 運 動 活 動 の 普 及 啓 発

な ど を 挙 げ て い る 。 課 題 と し て 、 １ ８ 歳 以 上 の 市 民 が 自 治 会 等 を 単 位 と し

た 住 民 交 流 の た め の ス ポ ー ツ 行 事 に 参 加 し た い と 答 え る 割 合 が 低 下 し て い

る こ と 。 ま た 、 小 中 学 生 や 高 齢 者 等 を 対 象 と し た イ ベ ン ト は 多 い が 、 若 者

向 け の イ ベ ン ト が な い 、 市 や 自 治 体 、 校 区 の 行 事 が 重 な る こ と が 多 い こ と

を 挙 げ て い る 。 対 策 と し て 、 外 出 や 交 流 を 促 す イ ベ ン ト や 、 健 康 づ く り ・

体 力 づ く り に つ な が る 情 報 の 共 有 、 ま た 、 若 者 が 気 軽 に 参 加 で き る 地 域 の

絆 を 越 え た ス ポ ー ツ イ ベ ン ト の 検 討 等 を 挙 げ て い る 。  

 次 に 「 ２ ． ス ポ ー ツ を 支 え る 人 材 の 育 成 ・ 活 用 」 に つ い て 、 こ れ ま で の

取 組 と し て 、 ウ ォ ー キ ン グ 人 材 育 成 講 座 の 開 催 、 歩 い て Ｄ о 好 会 な ど の 人

材 活 用 、 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 な ど 地 域 へ の 出 前 講 座 な ど に 活 か す ス ポ ー ツ を

支 え る 人 材 の 育 成 と 連 携 の 充 実 等 を 挙 げ て い る 。  

 次 に 「 ３ ． 大 規 模 国 際 大 会 を 契 機 と し た 地 域 活 性 化 」 に つ い て 、 こ れ ま

で の 取 組 と し て 、 毎 年 １ ０ 月 を ス ポ ー ツ 月 間 と 定 め た 様 々 な ス ポ ー ツ イ ベ

ン ト の 実 施 、 パ ラ ス ポ ー ツ 体 験 会 の 開 催 、 東 京 ２ ０ ２ ０ オ リ ン ピ ッ ク パ ラ

リ ン ピ ッ ク の オ リ ン ピ ア ン と の リ モ ー ト 交 流 等 を 挙 げ て い る 。 事 務 局 と し
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て 課 題 は 挙 げ て い な い が 、 今 後 の 対 策 と し て １ ０ 月 の ス ポ ー ツ 月 間 に お け

る 各 種 イ ベ ン ト の 実 施 を 継 続 す る こ と を 挙 げ て い る 。  

 事 務 局 か ら は 以 上 で あ り 、 意 見 が あ れ ば 挙 げ て い た だ き た い 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

 １ ０ 月 を ス ポ ー ツ 月 間 と 定 め た 理 由 は 何 か 。 １ ０ 月 は 各 種 イ ベ ン ト 等 が

重 な っ て い る 。 １ 月 ７ 日 に つ い て も 二 十 歳 の 集 い 、 消 防 出 初 式 等 重 な っ て

お り 、 何 月 と 定 め て し ま う と そ の 他 各 種 イ ベ ン ト 等 と 重 な っ て し ま う 可 能

性 が 高 い た め 、 幅 を 広 げ る こ と は で き な い の か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 １ ０ 月 の ス ポ ー ツ 月 間 で 各 種 イ ベ ン ト と 重 な っ て い る こ と に つ い て 、 前

回 審 議 会 で も 同 様 の 意 見 を い た だ い て お り 、 地 域 で 実 施 さ れ る イ ベ ン ト 等

を 把 握 し て 市 の 行 事 と 重 な ら な い よ う 計 画 案 を 反 映 さ せ て い き た い 。 た し

か に １ ０ 月 は 市 、 地 域 の 行 事 が 多 く あ る た め 、 必 ず 重 な ら な い よ う に と い

う こ と は 難 し い が 極 力 、 重 な ら な い よ う に 取 組 ん で い き た い 。  

 

（ 吉 永 委 員 ）  

 ス ポ ー ツ 月 間 を 提 唱 し た の は ス ポ ー ツ 協 会 で あ り 、 市 に 働 き か け て ス ポ

ー ツ 月 間 を 定 め た 。 ス ポ ー ツ の 日 は 重 な り が あ る と い う こ と は 承 知 で あ る

が 、 ス ポ ー ツ 協 会 が 実 施 す る イ ベ ン ト だ け で な く 、 ス ポ ー ツ の き っ か け づ

く り と し て 地 域 を 巻 き 込 ん で 実 施 し た い 。 ス ポ ー ツ の 日 と い う 意 識 が 高 揚

し て い る 中 で 参 加 し や す い よ う な イ ベ ン ト 、 例 え ば 卓 球 イ ベ ン ト を し た が

様 々 な 人 が 参 加 し て い た 。 他 に も 障 が い 者 ス ポ ー ツ を 実 施 し 、 様 々 な 団 体

に 協 力 い た だ き な が ら 、 地 域 み ん な で ス ポ ー ツ を し よ う と い う そ の よ う な

思 い が あ り な が ら の 月 間 の 定 め で あ る 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

古 賀 市 建 設 課 に よ る 道 路 環 境 美 化 が １ ０ 月 に ４ 日 間 あ り 、 う ち ２ 日 間 は

雨 等 の 際 の 予 備 日 と さ れ て い る が 、 １ ０ 月 の 日 曜 日 に 必 ず ２ 日 間 は 道 路 環

境 美 化 に 参 加 す る こ と と な っ て い る 。 道 路 環 境 美 化 を 他 の 日 に 移 す な ど 他

課 と 連 携 を 行 い 、 で き る だ け 市 民 が 参 加 で き る よ う に す る と 良 い 。 道 路 環

境 美 化 は 地 域 全 員 参 加 を 図 っ て い る た め 、 参 加 で き な い 場 合 は 地 域 の 規 約

で ５ ０ ０ 円 か ら １ ， ０ ０ ０ 円 の 負 担 が 発 生 す る 。 道 路 環 境 美 化 の 参 加 は 半

ば 強 制 と な っ て お り 、 ス ポ ー ツ 月 間 イ ベ ン ト 参 加 に は 日 程 の 調 整 を 図 る た
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め 、 生 涯 学 習 推 進 課 だ け で な く 他 課 と の 連 携 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

 

（ 髙 原 委 員 ）  

ス ポ ー ツ の 日 の 実 行 委 員 長 を ３ 年 間 勤 め て い る が 、 今 年 度 は ス ポ ー ツ の

日 イ ベ ン ト に ８ ０ ０ 人 の 参 加 が あ っ た 。 以 前 は 市 民 体 育 館 や 市 民 グ ラ ウ ン

ド で 実 施 し て い た が 、 周 知 が う ま く い か ず 参 加 者 数 が 少 な か っ た 。 来 年 は

１ ， ０ ０ ０ 人 を 目 標 に し て い る が 、 反 省 会 の 中 で 必 ず 日 程 の 件 が 挙 が る 。

例 え ば ス ポ ー ツ の 日 に 駅 伝 大 会 が あ る が 、 そ の 日 に 中 高 学 生 が 中 間 考 査 や

後 期 試 験 が 重 な っ た た め 、 色 々 と 考 え 市 民 駅 伝 と 重 な ら な い よ う に １ ０ 月

に し た 。 ス ポ ー ツ 協 会 と し て は 拡 大 し て 市 民 に 提 供 で き る よ う に し た い 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

 ８ ０ ０ 人 の 参 加 が あ っ た と の こ と だ が 、 日 程 が 重 な っ た 上 で の ８ ０ ０ 人

で あ る と 考 え る 。 道 路 環 境 美 化 は 半 ば 強 制 で あ り 、 道 路 環 境 美 化 不 参 加 の

費 用 を 払 っ て ス ポ ー ツ の 日 に 参 加 す る 人 は 少 な い 。 様 々 な 要 因 を 考 慮 し て

１ ０ 月 を ス ポ ー ツ 月 間 と し て い る た め 、 道 路 環 境 美 化 の 実 施 期 間 を 変 更 す

る と 良 い と 考 え る 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 こ れ ま で は 建 設 課 と 道 路 環 境 美 化 に つ い て ス ケ ジ ュ ー ル 調 整 は 行 っ て い

な い た め 今 後 、 検 討 し た い 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 ス ポ ー ツ を ツ ー ル と し た 地 域 活 性 化 は 、 ス ポ ー ツ の 機 運 の 向 上 、 健 康 の

維 持 増 進 の 意 識 、 人 と 人 と の 繋 が り が 図 れ る と 思 う が 、 も う 一 つ 、 ス ポ ー

ツ を ツ ー ル と し た 施 設 の 稼 働 率 向 上 な ど 、 経 済 効 果 に 期 待 で き る 面 も あ る

と 考 え る が そ の よ う な 施 策 は 考 慮 し な い か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 現 時 点 で 経 済 の 活 性 化 を 考 慮 し た 施 策 は 検 討 し て い な い 。  

 

（ 森 本 委 員 ）  

 基 本 目 標 １ か ら ３ ま で と 比 較 し て 基 本 目 標 ４ の 課 題 が 少 な い 。 ス ポ ー ツ

を ツ ー ル と し た 地 域 活 性 化 は 、 例 え ば 他 の 自 治 体 で は 婚 活 と ス ポ ー ツ 、 文

化 と ス ポ ー ツ を 絡 め る 等 、 ス ポ ー ツ に な じ み の な か っ た 人 た ち を 取 り 込 ん
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だ 事 例 が あ る 。 課 題 が 見 え て く れ ば 対 策 も 見 え て く る 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

 施 設 使 用 料 適 正 化 に つ い て 、 対 策 の 記 載 が な い が 個 人 、 団 体 の 施 設 利 用 料 は

変 わ ら な い 。 個 人 の 施 設 利 用 は と て も 良 い こ と だ が 、 負 担 が 大 き く な る 。 対 策

と し て 何 か 必 要 で は な い か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 生 涯 学 習 推 進 課 、 都 市 整 備 課 が 所 管 す る 施 設 で そ れ ぞ れ 減 免 基 準 や 料 金 が 異

な る 、 窓 口 が 統 一 さ れ て い な い 等 、 そ れ ら の 統 一 化 を 含 め て 適 正 化 と 考 え 検 討

し た い 。  

 

（ ３ ） 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 中 間 見 直 し 案 に つ い て  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 こ れ ま で の 審 議 会 で 審 議 し た 内 容 を ま と め て 、 事 務 局 に お い て 第 ２ 次 古 賀 市

ス ポ ー ツ 推 進 計 画 中 間 見 直 し 案 を 作 成 し て い る 。 こ の こ と に つ い て 事 務 局 よ り

説 明 が あ る 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 中 間 見 直 し 案 に つ い て 、 こ れ ま で の 審 議 会 に

お い て 事 務 局 の 考 え や 委 員 か ら い た だ い た 意 見 等 を 基 に 、 中 間 見 直 し 案 と し て

基 本 目 標 ご と に ま と め た 。 基 本 目 標 ３ 、 ４ に つ い て 、 本 日 挙 が っ た 意 見 は 中 間

見 直 し 案 に 反 映 し 、 改 め て 委 員 に 確 認 い た だ き た い 。  

第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 中 間 見 直 し 案 の 、「 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推

進 計 画  中 間 見 直 し の 趣 旨 」 に な る が 、 計 画 で 示 し た め ざ す 姿 や 方 向 性 は 維 持

し つ つ 、 次 の ５ 年 間 を 見 据 え て 計 画 を 中 間 見 直 し す る こ と と し て い る 旨 を 記 載

し て い る 。  

３ ペ ー ジ 目 以 降 は 基 本 目 標 ご と に こ れ ま で の 取 組 と 課 題 、 今 後 の 方 向 性 と 主

な 取 組 内 容 に つ い て 記 載 し て お り 、 各 基 本 目 標 の 最 後 に 今 後 ５ 年 間 に お け る 短

期 的 取 組 の 指 標 を 記 載 し て い る 。 指 標 の ２ ０ ２ ３ 年 度 （ 現 状 値 ） に つ い て は 、

２ ０ ２ ２ 年 度 に 実 施 し た 運 動 ・ ス ポ ー ツ に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 等 を 、

２ ０ ２ ８ 年 度 （ 目 標 値 ） に つ い て は 、 事 務 局 案 に て 目 標 値 の 設 定 を 行 っ て い る 。  

本 日 配 布 し て い る ア ン ケ ー ト の 調 査 結 果 に つ い て は 、 本 中 間 見 直 し 案 の 最 終

ペ ー ジ に 添 付 す る こ と と す る 。  
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（ 森 本 委 員 ）  

委 員 に も 意 見 を 挙 げ て も ら い た い が 、 こ れ ま で 審 議 会 を 重 ね て き た 中 で 触 れ

て な か っ た が 、 Ｓ Ｄ Ｇ s の 視 点 が こ れ か ら の 計 画 見 直 し を 行 う に あ た っ て 必 要

に な る と 考 え る 。 ま だ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 視 点 を 計 画 の ど の 箇 所 に 挙 げ る べ き か 、 決 め

か ね て い る こ と か ら 委 員 に お い て も 次 回 審 議 会 ま で 考 え て 欲 し い 。  

 

６ ． そ の 他  

 

（ 本 多 会 長 ）  

最 後 に 「 ６ ． そ の 他 」 に つ い て 事 務 局 よ り 説 明 を お 願 い す る 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に つ い て は ま ず は 事 務 局 に お い て 案 を 考 え 、 そ の 後 、 森 本 委 員 と 協

議 を 行 い 決 定 し て い き た い 。 委 員 に お い て は そ の 後 、 確 認 を お 願 い す る 。 確 認

後 、 市 内 部 、 議 会 に 報 告 を 行 い ２ 月 に パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 実 施 し 、 パ ブ リ ッ

ク コ メ ン ト で の 意 見 に つ い て は 、 ３ 月 に 開 催 予 定 で あ る 第 ５ 回 審 議 会 で 報 告 を

行 う 。 そ の 後 、 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 と し て 確 定 し た い 。 第 ５ 回 審 議

会 に つ い て は 別 途 日 程 調 整 を 行 う 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

 進 行 を 事 務 局 に お 返 し す る 。  

 

７ ． そ の 他  

 

（ 事 務 局 ）  

 ４ 回 と い う 少 な い 審 議 会 の 中 で 委 員 か ら 貴 重 な 意 見 を い た だ い た 。 こ れ ま で

の 意 見 を 形 に し 、 今 後 ５ 年 間 は こ の 見 直 し を 基 に 市 民 の ス ポ ー ツ の 機 運 を 高 め

て い き た い 。 ３ 月 に ま た 審 議 会 が あ る が 、 修 正 は ま だ ま だ 反 映 で き る こ と か ら

気 づ き の 点 等 あ れ ば 教 え て い た だ き た い 。  


